
 

 

 
 

 
こんな学校・子供に！（めざす学校、めざす児童） 

４月、令和６年度の木葉小学校は落ち着いたスタートを切ることができました。 

令和６年度の「学校教育目標」を設定しました。自分や周りの人を思いやりながら、学び合える

子供たちの育成をめざします。キャッチフレーズは「そこに あい（愛＆私）は あるんか？」です。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

      子供たちの命を守るために 
昭和の時代、登下校の寄り道の楽しさの中で社会を学んだものです。しかし、

現代は社会の変化により、そうはいかなくなってしまいました。 

①防犯パトロール会議 

４月１１日（水）恒例の「防犯パトロール会議」を行い 

ました。保護者を含めた地域の方々が、子供たちの安全 

のために会したことをありがたく思います。夜の会でした 

が、沢山参加してくれた本校職員にも校長としてうれしく 

感じました。感謝です。 

見守り等を通して地域の方々と子供たちが顔見知り 

となり、より身近な頼りがいのある存在となります。学校 

や子供たちとの関わりをきっかけにして地域の方々同士の交流も生まれ、結果的に学校の安全を

見守る玉東の町づくりにつながると考えます。 

②３校合同引き渡し訓練 

５月２日（木）豪雨を想定した「玉東町３校合同引き渡 

し訓練」を実施しました。小中に子供がいる家庭のことも 

考え、より実践的な取組になりました。 

町と連携した防災無線や Line の活用も含め、町の防 

災意識の醸成につながったのではないかと思います。 
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        令和６年５月１４日（火）発行      

 文責 校長 吉野 新吾 木葉小便り 

〈 学 校 教 育 目 標 〉 

自他を大切にし、協働的に学ぶ木葉の子 

 

 
めざす学校像   「学校とは、子供が賢くなり、自信のつくところでなければならない」 

めざす児童像（資質・能力） 

１ 主体性：自分で考動する子供 

２ 協働性:仲間と協力する子供 

 ～ 木葉小学校の課題 ～ 

◎特別支援教育の充実  ◎学力向上（授業の充実） ◎組織の機能維持 

よく見て よく聞いて  
よく話す 木葉っ子 

保健室前の軒のツバメのヒナ 

緊急時の集合の様子（引き渡し訓練） 

地区ごとの話し合い（防犯パトロール会議） 


